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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１回以上折り返されている可撓性基板と、
　前記可撓性基板の上に形成されており、複数の第１発光素子を有する第１表示部と、
　前記可撓性基板の上に形成されており、複数の第２発光素子を有する第２表示部と、
を備え、
　前記第１表示部と、前記第２表示部とは、前記可撓性基板が折り返されることで、互い
に対向するように配置されており、
　前記第１発光素子および前記第２発光素子は、第１電極、発光層および第２電極を有し
、
　前記第１発光素子の第１電極は透明膜または半透明膜からなり、
　前記第２発光素子の第１電極は反射膜からなり、
　前記第１発光素子および前記第２発光素子の第２電極は透明膜または半透明膜からなり
、
　前記第１発光素子の発光層および前記第２発光素子の発光層は白色光を発光する有機発
光表示装置。
 
【請求項２】
　前記反射膜は、マグネシウム（Ｍｇ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、カルシウム（Ｃａ）
、リチウム（Ｌｉ）、クロム（Ｃｒ）およびアルミニウム（Ａｌ）のうちのいずれか一種
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以上の金属またはこれらの合金からなり、
　前記透明膜は、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）、Ｚｎ
Ｏ（酸化亜鉛）およびＩｎ２Ｏ３（酸化インジウム）のうちのいずれか一種以上の物質か
らなる請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　前記可撓性基板は、前記第１表示部と前記第２表示部との間において折り返されている
請求項２に記載の有機発光表示装置。
【請求項４】
　前記第１表示部の周縁に沿って形成されているシーラントをさらに有し、
前記第１表示部と前記第２表示部は前記シーラントによって封止される請求項３に記載の
有機発光表示装置。
【請求項５】
　前記第１表示部と前記第２表示部との間に配設され、前記可撓性基板の上に形成されて
いる複数の第３発光素子を有する第３表示部をさらに備える請求項１に記載の有機発光表
示装置。
【請求項６】
　前記第３発光素子は、前記第１発光素子および前記第２発光素子と同じ面に形成されて
いる請求項５に記載の有機発光表示装置。
【請求項７】
　前記第３発光素子は、第１電極、発光層および第２電極を有し、
　前記第３発光素子の前記第１電極および前記第２電極は、透明膜または半透明膜からな
る請求項６に記載の有機発光表示装置。
【請求項８】
　前記第３発光素子の発光層は、白色光を発光する請求項７に記載の有機発光表示装置。
【請求項９】
　前記第３発光素子の透明膜は、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウ
ム亜鉛）、ＺｎＯ（酸化亜鉛）およびＩｎ２Ｏ３（酸化インジウム）のうちのいずれか一
種以上の物質からなる請求項７に記載の有機発光表示装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は可撓性表示装置に係り、特に、有機発光素子を有する可撓性有機発光表示装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置（ｏｒｇａｎｉｃ ｌｉｇｈｔ ｅｍｉｔｔｉｎｇ ｄｉｏｄｅ　ｄｉ
ｓｐｌａｙ）は、光を放出する有機発光素子（ｏｒｇａｎｉｃ ｌｉｇｈｔ ｅｍｉｔｔｉ
ｎｇ ｄｉｏｄｅ）を用いて画像を表示する自発光型表示装置である。有機発光表示装置
は、液晶表示装置（ｌｉｑｕｉｄ-ｃｒｙｓｔａｌ-ｄｉｓｐｌａｙａｙ）とは異なり、別
途の光源を必要としないことから、相対的に厚さと重さを低減することができる。なお、
有機発光表示装置は、低い消費電力、高い輝度および高い反応速度などの高品位特性を示
すことから、携帯用電子機器の次世代表示装置として注目を集めている。
【０００３】
　有機発光素子は、二つの電極とこれらの間に挟持されている発光層を有し、一つの電極
から注入された電子（ｅｌｅｃｔｒｏｎ）ともう一つの電極から注入された正孔（ｈｏｌ
ｅ）が発光層において結合して励起子（ｅｘｃｉｔｏｎ）を形成し、励起子がエネルギー
を放出しながら発光する。
【０００４】
　この種の有機発光素子は、発光効率を高めるとともに寿命を改善することが重要である
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。有機発光素子の寿命を延ばすために、発光層と、正孔注入層および電子注入層などの電
荷付帯層を複数積み重ねて電流に対する輝度の大きさを２倍、３倍にするような構造が開
発された。
【０００５】
　しかしながら、有機発光層を構成する付帯層を複数積み重ねるためには、正孔付帯層と
、発光層および電子付帯層からなる単位ユニット（発光ユニット）を繰り返し積み重ねる
ことを余儀なくされるため蒸着工程が増え、しかも、コストが嵩んでしまうという問題点
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許第０３４２０３８号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、発光ユニットを積層するための蒸
着工程の増加を抑制しつつ有機発光素子の輝度を増大させることのできる有機発光表示装
置を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
前記課題を達成するための本発明による有機発光表示装置は、少なくとも１回以上折り返
されている可撓性基板と、前記可撓性基板の上に形成されており、複数の第１発光素子を
有する第１表示部と、前記可撓性基板の上に形成されており、複数の第２発光素子を有す
る第２表示部と、を備え、前記第１発光素子および前記第２発光素子は、第１電極、発光
層および第２電極を有し、前記第１発光素子の第１電極は透明膜または半透明膜からなり
、前記第２発光素子の第１電極は反射膜からなり、前記第１発光素子および前記第２発光
素子の第２電極は透明膜または半透明膜からなる。
【０００９】
　前記反射膜は、マグネシウム（Ｍｇ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、カルシウム（Ｃａ）
、リチウム（Ｌｉ）、クロム（Ｃｒ）およびアルミニウム（Ａｌ）のうちのいずれか一種
以上の金属またはこれらの合金からなってもよく、前記透明膜は、ＩＴＯ（酸化インジウ
ムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）、ＺｎＯ（酸化亜鉛）およびＩｎ２Ｏ３（酸化
インジウム）のうちのいずれか一種以上の物質からなってもよい。
【００１０】
　前記可撓性基板は、前記第１表示部と前記第２表示部との間において折り返されていて
もよい。
【００１１】
　前記有機発光表示装置は、少前記第１表示部の周縁に沿って形成されているシーラント
をさらに有し、前記第１表示部と前記第２表示部は前記シーラントによって封止されてい
てもよい。
【００１２】
　前記発光層は、白色光を発光してもよい。
【００１３】
　前記有機発光表示装置は、少前記第１表示部と前記第２表示部との間に配設され、前記
可撓性基板の上に形成されている複数の第３発光素子を有する第３表示部をさらに備えて
いてもよい。
【００１４】
　前記第３発光素子は、前記第１発光素子および前記第２発光素子と同じ面に形成されて
いてもよい。
【００１５】
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　前記第３発光素子は、第１電極、発光層および第２電極を有し、前記第３発光素子の前
記第１電極および前記第２電極は、透明膜または半透明膜からなってもよい。
【００１６】
　前記第３発光素子の発光層は、白色光を発光してもよい。
【００１７】
前記透明膜は、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）、ＺｎＯ
（酸化亜鉛）およびＩｎ２Ｏ３（酸化インジウム）のうちのいずれか一種以上の物質から
なってもよい。
【００１８】
　前記可撓性基板は、ポリイミド、ポリカーボネート、ポリアクリレート、ポリエーテル
イミド、ポリエーテルスルホン、ポリエチレンテレフタレートおよびポリエチレンナフタ
レートのうちの少なくとも一種を含んでいてもよい。
【発明の効果】
【００１９】
本発明による方法によって有機発光表示装置を形成すれば、複数の発光ユニットを積層す
るための蒸着工程の増加を抑制しつつ有機発光素子の輝度を増大させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の概略断面図である。
【図２】図１の有機発光表示装置の概略平面図である。
【図３】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の表示部の信号線の配置図である。
【図４】本発明の一実施形態による表示部の１画素の等価回路図である。
【図５】図４の有機発光表示装置の１画素の断面図である。
【図６】図１の有機発光表示装置の発光素子を示す概略断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の概略配置図である。
【図８】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の概略配置図である。
【図９】図８の有機発光表示装置を折り返したときの概略断面図である。
【図１０】図８の有機発光表示装置を折り返したときの概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
以下、添付図面に基づき、本発明の一実施形態について本発明が属する技術分野において
通常の知識を有する者が容易に実施できる程度に詳細に説明する。しかしながら、本発明
は種々の異なる形態に実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されるものではな
い。
【００２２】
　図中、明確に表現するために、層、膜、板、領域等の厚さを拡大して示す。明細書全般
に亘って同じ参照番号が付されている部分は、同じ構成要素であることを意味する。層、
膜、領域、基板などの要素が他の要素の「上に」あるとしたとき、これは、他の部分の「
直上に」ある場合だけではなく、これらの間に他の要素がある場合も含む。反対に、ある
部分が他の部分の「真上に（直上に）」あるとしたときには、これらの間に他の要素がな
いことを意味する。
【００２３】
　以下、添付図面に基づき、本発明の一実施形態による有機発光表示装置について詳細に
説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の概略断面図であり、図２は、図
１の有機発光表示装置の概略平面図であり、図３は、本発明の一実施形態による有機発光
表示装置の表示部の信号線の配置図であり、そして図４は、本発明の一実施形態による表
示部の１画素の等価回路図である。
【００２５】
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　図１および図２に示すように、本発明の一実施形態による可撓性表示装置１０００は、
基板１００と、基板１００の上に形成されている複数の画素を有する第１表示部２００お
よび第２表示部３００を備える。第１表示部の各画素は第１発光素子を有し、第２表示部
の各画素は第２発光素子を有する。各発光素子は発光ユニットを構成する。
【００２６】
　基板１００は可撓性基板であって、絶縁性有機物であるポリエーテルスルホン（ＰＥＳ
：ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｓｕｌｐｈｏｎｅ）、ポリアクリレート（ＰＡＲ：ｐｏｌｙａｃｒ
ｙｌａｔｅ）、ポリエーテルイミド（ＰＥＩ：ｐｏｌｙｅｔｈｅｒｉｍｉｄｅ）、ポリエ
チレンナフタレート（ＰＥＮ：ｐｏｌｙｅｔｈｙｅｌｅｎｅｎ ｎａｐｔｈａｌａｔｅ）
、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ：ｐｏｌｙｅｔｈｙｅｌｅｎｅ ｔｅｒｅｐｔｈ
ａｌａｔｅ）、ポリフェニレンスルフィド（ＰＰＳ：ｐｏｌｙｐｈｅｎｙｌｅｎｅ ｓｕ
ｌｆｉｄｅ）、ポリアリレート（ｐｏｌｙａｌｌｙｌａｔｅ）、ポリイミド（ｐｏｌｙｉ
ｍｉｄｅ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、セルローストリアセテート（ＴＡＣ）およびセ
ルロースアセテートプロピオネート（ＣＡＰ：ｃｅｌｌｕｌｏｓｅ ａｃｅｔａｔｅ ｐｒ
ｏｐｉｏｎａｔｅ）よりなる群から選ばれる有機物からなってもよい。
【００２７】
　図２を参照すれば、基板１００は、同じ面に配設される第１表示領域ＬＡおよび第２表
示領域ＬＢを有し、第１表示部２００は第１表示領域ＬＡに配設され、第２表示部３００
は第２表示領域ＬＢに配設される。可撓性表示装置１０００が折り返された状態で、基板
１００は折り返されていて第１表示部２００と第２表示部３００は相対向する。図１は、
可撓性表示装置１０００が折り返された状態を示し、図２および図３は、可撓性表示装置
１０００が折り返されていない状態を示す。基板１００の表示領域ＰＡは、第１および第
２表示領域ＬＡ、ＬＢの一部を含んでいてもよい。
【００２８】
　第１表示部２００および第２表示部３００の画素は行列をなし、複数の信号線と接続さ
れている。
【００２９】
　図３を参照すれば、基板１００の第１表示領域ＬＡおよび第２表示領域ＬＢの上には、
一方向に伸びて走査信号を伝達する第１信号線１２１と、第１信号線１２１と交差して映
像信号を伝達する第２信号線１７１とが形成されている。第１信号線および第２信号線は
各画素と接続されており、画素は、第１信号線および第２信号線に加えて、他の信号が印
加される様々な信号線（例えば図４に示される第３信号線）と接続されてもよい。
【００３０】
　基板１００の上には、第１表示領域ＬＡおよび第２表示領域ＬＢの外側の周辺領域ＰＢ
に配設され、画素の薄膜トランジスタを制御するための駆動部５１０が配設される。
【００３１】
　駆動部５１０はＩＣチップであって基板１００の上に実装されたり、第１表示領域ＬＡ
および第２表示領域ＬＢの薄膜トランジスタとともに基板の上に集積されたりしてもよい
。このとき、駆動部５１０と接続されている第１信号線１２１は第１表示領域ＬＡおよび
第２表示領域に連なって配設されて、第１表示領域ＬＡと第２表示領域ＬＢとの間に配設
される折込み領域Ａを横切ってもよい。
【００３２】
　一方、図１から図３の有機発光表示装置は、図４に示す等価回路をそれぞれ備える複数
の画素を有していてもよい。
【００３３】
　図４を参照すれば、本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、複数の信号線１２
１、１７１と、これらに接続されており、概ね行列（ｍａｔｒｉｘ）状に配列された複数
の画素Ｐと、を備える。
【００３４】
　信号線は、ゲート信号（または、走査信号）を伝達する複数の第１信号線１２１と、デ



(6) JP 6533645 B2 2019.6.19

10

20

30

40

50

ータ信号を伝達する複数の第２信号線１７１および駆動電圧Ｖｄｄを伝達する複数の第３
信号線１７２を備える。第１信号線１２１は略行方向に伸びており、互いに略平行であり
、第２信号線１７１および第３信号線１７２は第１信号線１２１と交差して列方向に伸び
ており、互いに略平行である。ここで、行方向は図４における水平方向を示し、列方向は
図４における垂直方向を示す。第３信号線は、共通電源（Ｖｓｓ）に接続されている。
【００３５】
　各画素Ｐは、スイッチング薄膜トランジスタ（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ ｔｈｉｎ ｆｉｌｍ
 ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）Ｑ２と、駆動薄膜トランジスタ（ｄｒｉｖｉｎｇ ｔｈｉｎ ｆ
ｉｌｍ ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）Ｑ１と、ストレージキャパシタ（ｓｔｏｒａｇｅ
ｃａｐａｃｉｔｏｒ）Ｃｓｔおよび有機発光ダイオード（ｏｒｇａｎｉｃ ｌｉｇｈｔ ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ ｄｉｏｄｅ；ＯＬＥＤ）７０を備える。
【００３６】
　スイッチング薄膜トランジスタＱ２は、制御端子と、入力端子および出力端子を有する
が、制御端子は第１信号線１２１に接続されており、入力端子は第２信号線１７１に接続
されており、出力端子は駆動薄膜トランジスタＱ１に接続されている。スイッチング薄膜
トランジスタＱ２は、第１信号線１２１に印加される走査信号に応答して第２信号線１７
１に印加されるデータ信号を駆動薄膜トランジスタＱ１に伝達する。
【００３７】
　駆動薄膜トランジスタＱ１もまた、制御端子と、入力端子および出力端子を有するが、
制御端子はスイッチング薄膜トランジスタＱ２に接続されており、入力端子は第３信号線
１７２に接続されており、出力端子は有機発光ダイオード７０に接続されている。駆動薄
膜トランジスタＱ１は、制御端子と出力端子との間にかかる電圧によってその大きさが変
わる出力電流ＩＬＤを流す。
【００３８】
　キャパシタＣｓｔは、駆動薄膜トランジスタＱ１の制御端子と入力端子との間に接続さ
れている。このキャパシタＣｓｔは、駆動薄膜トランジスタＱ１の制御端子に印加される
データ信号を充電し、スイッチング薄膜トランジスタＱ２がターンオフ（ｔｕｒｎ-ｏｆ
ｆ）された後にもこれを維持する。
【００３９】
　有機発光ダイオード７０は、駆動薄膜トランジスタＱ１の出力端子に接続されているア
ノード（ａｎｏｄｅ）と、共通電源（Ｖｓｓ）に接続されているカソード（ｃａｔｈｏｄ
ｅ）と、を有する。有機発光ダイオード７０は、駆動薄膜トランジスタＱ１の出力電流Ｉ

ＬＤに応じて強さを異ならせて発光することにより映像を表示する。
【００４０】
　図５は、図４の有機発光表示装置の１画素の断面図である。
【００４１】
　図５に基づき、図４の第２薄膜トランジスタＱ２および有機発光素子７０を中心に、積
み重ね順に従って詳しく説明する。以下、第２薄膜トランジスタＱ２を薄膜トランジスタ
と称する。
【００４２】
　図５に示すように、有機発光表示装置は基板１００を有し、基板１００の上にはバッフ
ァ層１２０が形成されている。
【００４３】
　基板１００は、ガラス製、石英製、セラミック製またはプラスチック製の透明な絶縁性
基板であってもよく、基板１００は、ステンレス鋼製の金属性基板であってもよい。バッ
ファ層１２０は、窒化ケイ素（ＳｉＮｘ）の単一膜構造に形成されてもよく、窒化ケイ素
（ＳｉＮｘ）と酸化ケイ素（ＳｉＯ２）が積み重ねられた二重膜構造に形成されてもよい
。バッファ層１２０は、不純物または水分などの不要成分の浸透を防ぐとともに、表面を
平坦化させる役割を果たす。
【００４４】
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　バッファ層１２０の上には、多結晶シリコン製の半導体１３５が形成されている。
【００４５】
　半導体１３５は、チャネル領域１３５５と、チャネル領域１３５５の両側にそれぞれ形
成されたソース領域１３５６およびドレイン領域１３５７に仕切られる。半導体のチャネ
ル領域１３５５は、不純物がドーピングされていない多結晶シリコン、すなわち、真性半
導体（ｉｎｔｒｉｎｓｉｃ ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）である。ソース領域１３５６
およびドレイン領域１３５７は、導電性不純物がドーピングされた多結晶シリコン、すな
わち、不純物半導体（ｉｍｐｕｒｉｔｙ ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）である。ソース
領域１３５６およびドレイン領域１３５７にドーピングされる不純物は、ｐ型不純物およ
びｎ型不純物のうちのいずれか一種であってもよい。
【００４６】
　半導体１３５の上には、ゲート絶縁膜１４０が形成されている。ゲート絶縁膜１４０は
、テトラエトキシシラン（ｔｅｔｒａ ｅｔｈｙｌ ｏｒｔｈｏ ｓｉｌｉｃａｔｅ；ＴＥ
ＯＳ）、窒化ケイ素および酸化ケイ素のうちの少なくとも一種を含む単層または複数層で
あってもよい。
【００４７】
　半導体１３５の上にはゲート電極１５５が形成されており、ゲート電極１５５はチャネ
ル領域１３５５と重なり合う。
【００４８】
　ゲート電極１５５は、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｃｕ、Ｎｉまたはこれらの合金のように低抵
抗物質または腐食が強い物質を単層または複数層に形成することができる。
【００４９】
　ゲート電極１５５の上には第１層間絶縁膜１６０が形成される。第１層間絶縁膜１６０
は、ゲート絶縁膜１４０と同様に、テトラエトキシシラン（ＴＥＯＳ）、窒化ケイ素また
は酸化ケイ素などから単層または複数層に形成されることができる。
【００５０】
　第１層間絶縁膜１６０とゲート絶縁膜１４０は、ソース領域１３５６とドレイン領域１
３５７をそれぞれ露出させるソース接触孔６６とドレイン接触孔６７を有する。
【００５１】
　第１層間絶縁膜１６０の上には、ソース電極１７６およびドレイン電極１７７が形成さ
れている。ソース電極１７６は接触孔６６を介してソース領域１３５６と接続されており
、ドレイン電極１７７は接触孔６７を介してドレイン領域１３５７と接続されている。
【００５２】
　ソース電極１７６およびドレイン電極１７７は、Ａｌ、Ｔｉ、Ｍｏ、Ｃｕ、Ｎｉまたは
これらの合金のように低抵抗物質または腐食が強い物質を単層または複数層に形成するこ
とができる。例えば、Ｔｉ/Ｃｕ/Ｔｉ、Ｔｉ/Ａｇ/Ｔｉ、Ｍｏ/Ａｌ/Ｍｏの三重層であっ
てもよい。
【００５３】
　ゲート電極１５５と、ソース電極１７６およびドレイン電極１７７はそれぞれ、図４の
制御端子と、入力端子および出力端子であって、半導体１３５とともに薄膜トランジスタ
をなす。薄膜トランジスタのチャネル（ｃｈａｎｎｅｌ）はソース電極１７６とドレイン
電極１７７との間の半導体１３５に形成される。
【００５４】
　ソース電極１７６およびドレイン電極１７７の上には第２層間絶縁膜１８０が形成され
ている。第２層間絶縁膜１８０は、ドレイン電極１７７を露出させる接触孔８５を有する
。
【００５５】
　第２層間絶縁膜１８０は、第１層間絶縁膜と同様に、テトラエトキシシラン（ＴＥＯＳ
）、窒化ケイ素または酸化ケイ素などから単層または複数層に形成してもよく、低誘電率
有機物質からなってもよい。
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【００５６】
　第２層間絶縁膜１８０の上には第１電極７１０が形成されている。第１電極７１０は接
触孔８５を介してドレイン電極１７７と電気的に接続され、第１電極７１０は図１の有機
発光素子のアノード電極であってもよい。
【００５７】
　本発明の一実施形態においては、第１電極７１０とドレイン電極１７７との間に層間絶
縁膜を形成したが、第１電極７１０はドレイン電極１７７と同じ層に形成してもよく、ド
レイン電極１７７と一体に形成してもよい。
【００５８】
　第１電極７１０の上には、画素限定膜１９０が形成されている。
【００５９】
　画素限定膜１９０は第１電極７１０を露出させる開口部９５を有する。画素限定膜１９
０は、ポリアクリール系（ｐｏｌｙａｃｒｙｌａｔｅｓ）またはポリイミド系（ｐｏｌｙ
ｉｍｉｄｅｓ）などの樹脂とシリカ系の無機物などを含んでなってもよい。
【００６０】
　画素限定膜１９０の開口部９５には有機発光層７２０が形成されている。
【００６１】
　有機発光層７２０は、発光層、正孔輸送層（ｈｏｌｅ-ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ ｌａｙｅｒ
；ＨＩＬ）、正孔輸送層（ｈｏｌｅ-ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ ｌａｙｅｒ；ＨＴＬ）、
電子輸送層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ-ｔｒａｎｓｐｏｒｔｉｎｇ ｌａｙｅｒ；ＥＴＬ）および
電子注入層（ｅｌｅｃｔｒｏｎ-ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ ｌａｙｅｒ；ＥＩＬ）のうちのいず
れか一種以上を含む複数層に形成される。
【００６２】
　有機発光層７２０がこれらをいずれも含む場合、正孔注入層がアノード電極である画素
電極７１０の上に配設され、その上に正孔輸送層と、発光層と、電子輸送層および電子注
入層がこの順に積み重ねられてもよい。
【００６３】
　このとき、発光層は、低分子有機物またはＰＥＤＯＴ（Ｐｏｌｙ３，４-ｅｔｈｙｌｅ
ｎｅｄｉｏｘｙｔｈｉｏｐｈｅｎｅ）などの高分子有機物からなってもよい。発光層は、
赤色を発光する赤色発光層と、緑色を発光する緑色発光層および青色を発光する青色発光
層を有していてもよく、赤色発光層と、緑色発光層および青色発光層はそれぞれ赤色画素
と、緑色画素および青色画素に形成されてカラー画像を実現する。
【００６４】
　また、発光層は、赤色発光層と、緑色発光層および青色発光層を赤色画素と、緑色画素
および青色画素にまとめて積み重ね、各画素別に赤色カラーフィルタと、緑色カラーフィ
ルタおよび青色カラーフィルタを形成してカラー画像を実現することができる。他の例と
して、白色を発光する白色発光層を赤色画素と、緑色画素および青色画素の全てに形成し
、各画素別にそれぞれ赤色カラーフィルタと、緑色カラーフィルタおよび青色カラーフィ
ルタを形成してカラー画像を実現してもよい。白色発光層とカラーフィルタを用いてカラ
ー画像を実現する場合、赤色発光層と、緑色発光層および発光層をそれぞれの個別画素、
すなわち、赤色画素と、緑色画素および青色画素に蒸着するための蒸着マスクを用いなく
ても良い。
【００６５】
　さらに、白色発光層は白色光を発光する一つの発光層として形成されてもよいことは言
うまでもなく、複数の異なる色を発光する発光層を積み重ねて白色を発光してもよい。例
えば、少なくとも一つのイエロー発光層と少なくとも一つの青色発光層を組み合わせて白
色発光を可能にした構成、少なくとも一つのシアン発光層と少なくとも一つの赤色発光層
を組み合わせて白色発光を可能にした構成、少なくとも一つのマゼンタ発光層と少なくと
も一つの緑色発光層を組み合わせて白色発光を可能にした構成なども含んでいてもよい。
【００６６】
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　画素限定膜１９０および有機発光層７２０の上には第２電極７３０が形成される。
【００６７】
　第２電極７３０は、有機発光素子のカソード電極となる。このため、第１電極７１０と
、有機発光層７２０および第２電極７３０は有機発光素子７０をなす。
【００６８】
　有機発光素子７０が光を放出する方向によって、有機発光表示装置は、前面表示型と、
背面表示型および両面表示型のうちのいずれか一つの構造を有することができる。
【００６９】
　前面表示型の場合、第１電極７１０は反射膜から形成し、第２電極７３０は半透過膜ま
たは透過膜から形成する。これに対し、背面表示型の場合、第１電極７１０は半透過膜か
ら形成し、第２電極７３０は反射膜から形成する。そして、両面表示型の場合、第１電極
７１０および第２電極７３０は透明膜または半透明膜から形成する。
【００７０】
　反射膜および半透明膜は、マグネシウム（Ｍｇ）、銀（Ａｇ）、金（Ａｕ）、カルシウ
ム（Ｃａ）、リチウム（Ｌｉ）、クロム（Ｃｒ）およびアルミニウム（Ａｌ）のうちのい
ずれか一種以上の金属またはこれらの合金から製膜される。反射膜と半透過膜は厚さによ
って決定され、半透過膜は２００ｎｍ以下の厚さに形成可能である。厚さが薄くなるほど
透光率が高くなるが、薄過ぎると抵抗が増大する。
【００７１】
　透明膜は、ＩＴＯ（酸化インジウムスズ）、ＩＺＯ（酸化インジウム亜鉛）、ＺｎＯ（
酸化亜鉛）およびＩｎ２Ｏ３（酸化インジウム）などの物質からなる。
【００７２】
　本発明の実施形態において、第１表示部は両面表示型であり、第２表示部は前面表示型
である。
【００７３】
　すなわち、第１表示部の第１発光素子は透明膜または半透明膜からなる第１電極および
第２電極を有し、第２表示部の第２発光素子は反射膜からなる第１電極と、透明膜または
半透明膜からなる第２電極を有する。
【００７４】
　第２電極７３０の上には封止部材２６０が形成されている。
【００７５】
　封止部材２６０は１以上の有機層と１以上の無機層とが互いに交互に積み重ねられても
よい。無機層または有機層はそれぞれ複数であってもよい。
【００７６】
　有機層は高分子から形成され、好ましくは、ポリエチレンテレフタレート、ポリイミド
、ポリカーボネート、エポキシ、ポリエチレンおよびポリアクリレートのうちのいずれか
一種から形成される単一膜または積層膜であってもよい。さらに好ましくは、前記有機層
はポリアクリレートから形成されてもよく、具体的には、ジアクリレート系モノマーとト
リアクリレート系モノマーを含むモノマー組成物が高分子化されたものを含む。モノマー
組成物にモノアクリレート系モノマーがさらに含まれていてもよい。なお、前記モノマー
組成物にＴＰＯなどの公知の光開始剤がさらに含まれていてもよいが、これに限定されな
い。
【００７７】
　無機層は、金属酸化物または金属硝酸塩を含む単一膜または積層膜であってもよい。具
体的に、前記無機層は、ＳｉＮｘ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＴｉＯ２のうちのいずれか一
種を含んでいてもよい。
【００７８】
　封止層のうち外部に露出された最上層は、有機発光素子への透湿を防ぐために無機層と
して形成されてもよい。
【００７９】
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　封止層は、少なくとも２つの無基層の間に少なくとも一つの有機層が挟持された挟み込
み構造を少なくとも一つ有していてもよい。なお、封止層は、少なくとも２つの有機層の
間に少なくとも一つの無機層が挟持された挟み込み構造を少なくとも一つ有していてもよ
い。
【００８０】
　封止層は、ディスプレイ部の上部から順に第１無機層と、第１有機層および第２無機層
を有していてもよい。また、封止層は、ディスプレイ部の上部から順に第１無機層と、第
１有機層と、第２無機層と、第２有機層および第３無機層を有していてもよい。さらに、
封止層は、ディスプレイ部の上部から順に第１無機層と、第１有機層と、第２無機層と、
第２有機層と、第３無機層と、第３有機層および第４無機層を有していてもよい。
【００８１】
　ディスプレイ部と第１無基層との間にＬｉＦを含むハロゲン化金属層がさらに配設され
てもよい。ハロゲン化金属層は、第１無機層をスパッタリング方式またはプラズマ蒸着方
式によって形成するときにディスプレイ部が損傷されることを防ぐことができる。
【００８２】
　第１有機層は、第２無機層よりも面積が狭いことを特徴とし、第２有機層も第３無機層
よりも面積が狭くてもよい。なお、第１有機層は第２無機層によって完全に覆われること
を特徴とし、第２有機層も第３無機層によって完全に覆われてもよい。
【００８３】
　図１および２に戻ると、基板１００の上にはシーラント４００が形成されており、折り
返された基板１００の第１表示領域ＬＡと第２表示領域ＬＢを結合して封止する。
【００８４】
　シーラント４００は、基板１００が折り返される部分Ａを除いて基板１００の周縁に配
設され、第１表示領域ＬＡまたは第２表示領域ＬＢを囲繞するように第１表示領域ＬＡま
たは第２表示領域ＬＢの境界線を沿って形成されている。
【００８５】
　シーラント４００は熱硬化性または光硬化性接着剤であってもよく、ガラスフリット（
ｇｌａｓｓ ｆｒｉｔ）が使用可能である。
【００８６】
　このように、第１表示部２００と第２表示部３００を形成し、折返し領域Ａを中心に第
１表示部２００と第２表示部３００をこれらが相対向するように折り返して有機発光表示
装置を形成すれば、有機発光表示装置の輝度を増大させることができる。
【００８７】
　この詳細については、図６に基づいて詳述する。図６は、図１の有機発光表示装置の発
光素子を示す概略断面図である。
【００８８】
　図６を参照すれば、第１表示部と第２表示部の画素に駆動信号が印加されれば、第１表
示部の有機発光素子である第１発光素子７０ａの発光層７２０ａが発光し、第２表示部の
有機発光素子である第２発光素子７０ｂの発光層７２０ｂが発光する。
【００８９】
　第２表示部は前面発光型であって、第１電極７１０ｂが反射膜、第２電極７３０ｂが透
明膜からなり、第１表示部は両面発光型であって、第１電極７１０ａおよび第２電極７３
０ａが透明膜からなる。
【００９０】
　第１表示部から発せられた光は第１電極７１０ａを介して外部に放出される。このとき
、第１表示部から発せられた光の一部は第１電極７１０ａに向かって伝達されて外部に放
出され、一部は第２電極７３０ａに向かって伝達されて第２表示部の反射膜である第１電
極７１０ｂに反射された後に第１表示部を通過して外部に放出されてもよい。
【００９１】
　一方、第１表示部と対応する基板は、外部から光が入射したり外部に光が放出されたり
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することを防ぐための遮光部材３５をさらに備えていてもよい。
【００９２】
　このように遮光部材を形成すれば、第１表示部から発せられた光が第２表示部の第１電
極に反射されることなく、第２電極が配設されていない領域を通過して放出されても遮光
部材３５に吸収されて外部に放出されない。
【００９３】
　第２表示部から発せられた光は、第２電極７３０ｂおよび第１表示部を通過して外部に
放出されたり、第１電極７１０ｂに反射された後に第１表示部を通過して外部に放出され
たりする。
【００９４】
　このように、本実施形態は、第１表示部と第２表示部の両方から光が放出されるので、
表示装置の輝度を増大させることができる。すなわち、発光素子を単位ユニットとして複
数積み重ねるマルチフォト効果を期待することができる。また、本実施形態では、発光素
子同士を蒸着させることなく輝度を向上することができる。したがって、本実施形態では
、複数の発光ユニットを積層するための蒸着工程の増加を抑制しつつ有機発光素子の輝度
を増大させることができる。
【００９５】
　また、本発明の有機発光表示装置でのように第１表示部と第２表示部を形成すれば、高
輝度を必要としない場合には、第１表示部のみを駆動したり、第２表示部のみを駆動した
りして使用することができる。
【００９６】
　図７は、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の概略配置図である。図７の有
機発光表示装置は、図１から図４の有機発光表示装置とほとんど同様であるため、異なる
部分についてのみ具体的に説明する。
【００９７】
　図７に示す可撓性表示装置１００２は、第１表示領域ＬＡと第２表示領域ＬＢを有する
基板１００と、複数の画素をそれぞれ有し、第１表示領域ＬＡおよび第２表示領域ＬＢに
それぞれ形成されている第１表示部２００および第２表示部３００を備える。
【００９８】
　第１表示部２００および第２表示部３００の信号線１２１、１７１は、駆動部５１０と
電気的に接続されている。
【００９９】
　第１信号線１２１は、図３とは異なり、折返し領域Ａを中心に分離されて第１表示部と
第２表示部にそれぞれ第１信号線１２１が形成される。
【０１００】
　図３に示すように、第１表示領域ＬＡおよび第２表示領域ＬＢに亘って第１信号線１２
１を形成すれば、第１信号線１２１が長くなって抵抗が増大して信号遅延が生じる。した
がって、図７に示すように、第１表示部と第２表示部に分離して第１信号線を形成すれば
、信号遅延を低減することができる。
【０１０１】
　このとき、第１表示部と第２表示部の第１信号線には、それぞれの駆動部５１０から駆
動信号が伝達される。
【０１０２】
　以上の実施形態においては、第１信号線が伸びる方向の幅が第２信号線が伸びる方向の
幅よりも広くて折返し領域Ａを横切るように第１信号線が形成されることについて説明し
たが、第２信号線が伸びる方向の幅が第１信号線が伸びる方向の幅よりも広い折返し領域
Ａが第２信号線を横切るように形成されてもよい。
【０１０３】
　図８は、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の概略配置図であり、図９およ
び図１０は、図８の有機発光表示装置を折り返したときの概略断面図である。図８から図
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１０に示すように、有機発光表示装置は、図１から図４の実施形態とは異なり、複数の折
返し領域を含んで繰り返し折り返されてもよい。
【０１０４】
　すなわち、図８から図１０に示す有機発光表示装置は、２つの折返し領域を含んで第１
表示部２００と、第２表示部３００および第３表示部６００を備える。このとき、第１表
示部２００乃至第３表示部６００は可撓性基板の同じ面に配設される。
【０１０５】
　第１表示部２００乃至第３表示部６００はそれぞれ第１発光素子７０ａと、第２発光素
子７０ｂおよび第３発光素子７０ｃを有し、各発光素子７０ａ～７０ｃは第１電極７１０
ａ～７１０ｃと、有機発光層７２０ａ～７２０ｃと、第２電極７３０ａ～７３０ｃを有す
る。第１発光素子、第２発光素子の具体的な構成は上述した実施形態と同様であればよい
。第３発光素子の具体的な構成は第１発光素子または第２発光素子と同様であればよい。
【０１０６】
　第１発光素子および第３発光素子の第１電極および第２電極は透明膜または半透明膜か
らなり、第２発光素子の第１電極は反射膜、第２電極は透明膜または半透明膜からなる。
これは、発光された光が射出される方向に配設される第１発光素子および第３発光素子は
光が通過して外部に射出できるように透明膜から電極を形成する。
【０１０７】
　以上の実施形態においては、第２表示部が反射膜からなる第１電極を有することを例に
とって説明したが、第３表示部の第１電極が反射膜からなり、第１表示部および第２表示
部の第１電極および第２電極は透明膜からなってもよい。
【０１０８】
　図９において、第３表示部の第１電極が反射膜からなれば、第２表示部の第１電極が反
射膜からなるときとは逆方向に光が射出される。すなわち、第２表示部の第１電極が反射
膜からなれば、光は第１表示部および第３表示部を通過して射出されるが、第３表示部の
第１電極が反射膜からなれば、光は第１表示部および第２表示部を通過して射出される。
　以上、本発明の好適な実施形態について詳述したが、本発明の権利範囲はこれに何ら限
定されるものではなく、下記の請求範囲において定義している本発明の基本概念を用いた
当業者の種々の変形および改良形態もまた本発明の権利範囲に属するものである。
【符号の説明】
【０１０９】
３５:遮光部材
６６、７６、８５:接触孔
７０:有機発光素子
７０ａ:第１発光素子
７０ｂ:第２発光素子
７０ｃ:第３発光素子
８５:接触孔
９５:開口部
１００:基板
１２０:バッファ層
１２１:第１信号線
１３５:半導体
１４０:ゲート絶縁膜
１５５:ゲート電極
１６０:第１層間絶縁膜
１７１:第２信号線
１７２:第３信号線
１７６:ソース電極
１７７:ドレイン電極
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１８０:第２層間絶縁膜
１９０:画素限定膜
２００:第１表示部
２６０:封止部材
３００:第２表示部
４００:シーラント
５１０:駆動部
６００:第３表示部
７１０、７１０ａ、７１０ｂ、７１０ｃ:第１電極
７２０、７２０ａ、７２０ｂ、７２０ｃ:有機発光層
７３０、７３０ａ、７３０ｂ、７３０ｃ:第２電極
１０００、１００２:可撓性表示装置
１３５５:チャネル領域
１３５６:ソース領域
１３５７:ドレイン領域
 

【図１】

【図２】

【図３】
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